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平成22年度当初予算

市
に
入
っ
て
く

る
お
金

　
一
般
会
計
の
歳

入
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
ほ
ぼ

３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
多
い
の
が
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
の

市
税
。
次
の
市
債
は
、
事
業
を
実

施
す
る
た
め
に
国
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
る
収
入
で
す
。
そ
し
て
、
市

が
行
う
特
定
の
事
業
に
国
か
ら
補

助
さ
れ
る
国
庫
支
出
金
・
県
支
出

金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
諸
収

入
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

歳
入
歳
入

①地方交付税 　55 億円（33.2％）

　所得税・消費税などの国税の一部を国から交付され

る収入

②市　税　44 億 6,974 万 2 千円（27.0％）

　市民税、固定資産税、軽自動車税など

③市　債 　19 億 670 万円（11.5％）

　事業を実施するために長期的に国などから借り入れ

る収入

④国庫支出金　18 億 477 万 8 千円（10.9％）

　学校や道路などの建設、扶助費などに対して国から

補助される収入

⑤県支出金　9 億 3,641 万 3 千円（5.7％）

　学校や道路などの建設、扶助費などに対して県から

補助される収入

⑥地方消費税交付金　3 億 5,602 万 8 千円（2.1％）

　県に納付された消費税の一部を県

から交付される収入

⑦諸収入　3 億 5,422 万 5 千円（2.1％）

　市の基金取り崩しによる収入

⑧地方譲与税交付金　3 億 2,306 万 6

千円（2.0％）

　市道に対して揮発油税・自動車重

量税の一部を譲与される収入

⑨繰越金　3 億円（1.8％）

⑩使用料・手数料　1 億 5,802 万 9 千円（1.0％）

⑪その他　4 億 4,101 万 9 千円（2.7％）

歳入の内訳

区　　　分 平成 22年度予算

前年度の
当初予算
との増減
率（％）

一　般　会　計 165億5,000万円 　 △ 1.5％

特
　  

別
　  

会
　  

計

国民健康保険 57億5,477万1千円  1.1％

老人保健  50万7千円 △ 94.7％

農業集落排水
事業

4億2,290万9千円 △ 2.1％

公共下水道事業 9億1,137万円 　      △ 4.6％

介護保険  32億3,556万7千円 7.0％

介護サービス
事業

716万4千円 △ 33.7％

後期高齢者医療 3億5,644万3千円 △ 8.0％

水 道 事 業 会 計 14億5,337万5千円 △ 9.5％

合　　　　　 計 286億9,210万9千円 △ 0.8％  

●平成22年度当初予算一覧

①民生費　47 億 4,486 万 5 千円（28.7％）

　社会福祉サービス、生活保護など

②教育費　29 億 4,481 万 3 千円（17.8％）

　市立学校、生涯学習振興など

③総務費　19 億 4,120 万 1 千円

　（11.7％）

　戸籍や広報、庁舎管理など

④衛生費　18 億 9,355 万 8 千円

　（11.4％）

　 健康促進、環境保全、ごみ処

理など

⑤公債費　16 億 1,420 万 4 千円

　（9.8％）

　市の借入金の返済など

⑥農林水産業費　11 億 858 万 4 千円（6.7％）

　 農林水産業の振興、基盤整備など

⑦土木費　10 億 9,510 万 9 千円

　（6.6％）

　道路や公園の建設や修繕など

⑧消防費　7 億 7,078 万 7 千円

　（4.7％）

　 防災対策、消防、救急救命活

動など

⑨その他　4 億 3,687 万 9 千円

　（2.6％）

歳出の内訳

　
市
の
予
算
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
22
年
度
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
（
市
税
）

と
歳
出
を
、
市
民
１
人
（
一

世
帯
）
当
た
り
で
表
し
て
み

ま
し
た
。
金
額
は
、
４
月
１

日
現
在
の
人
口
と
世
帯
で

割
っ
た
も
の
で
す
。

■市民の皆さんが負担する税を１人（一世帯）

当たりに換算すると

93,942 円（301,155 円）

■市政に使われるお金を1人（一世帯）当たり

に換算すると

347,835 円（1,115,079 円）

市
民
１
人
（
一
世
帯
）

当
た
り
は
こ
ん
な
金
額

平成 22 年度
一般会計主要事業の予算

市
民
の
皆
様
の

た
め
に
使
わ
れ

る
お
金

　
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
民
生

費
が
最
も
多
く
、
高
齢
者
や
障
害

者
・
児
童
な
ど
の
福
祉
の
充
実
が

図
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
多
い
の
が

市
立
学
校
や
生
涯
学
習
振
興
な
ど

に
使
わ
れ
る
教
育
費
。
総
務
費
は

戸
籍
や
広
報
、
庁
舎
管
理
な
ど
市

の
運
営
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
続
い

て
健
康
促
進
、
環
境
保
全
、
ご
み

処
理
な
ど
の
衛
生
費
、
市
の
借
入

金
の
返
済
な
ど
の
公
債
費
、
農
林

水
産
業
費
、
土
木
費
、
消
防
費
な

ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

歳
出
歳
出

ハード事業
（建物の建設・修繕、道路整備など工事をす

る事業）

農林水産業費 ▲霞ヶ浦用水事業（事業負担

金）…2億1,588万5千円／ほ場整備事業…

5,290万円／林道整備事業（改築・改良）…

3,368万円／かんがい排水事業…1,600万円

土木費 ▲道路新設改良事業…2億2,891万円

／道路維持事業…5,146万4千円

消防費 ▲消防施設事業（消防ポンプ自動車

購入）…1,300万円

教育費 ▲小学校管理事業（耐震補強工事）

…11億720万円／多目的複合施設建設事業…

10億9,292万1千円

ソフト事業
（ハード事業以外の事業）

総務費 ▲デマンド交通運営事業…4,317万2

千円

民生費 ▲子ども手当費…7億2,059万円／障

害者自立支援給付事業…4億3,626万6千円／

児童扶養手当事業…1億4,814万7千円／生活

保護支給事業…3億2,525万7千円／医療福祉

事業…2億8,737万9千円／保育所入所児童委

託料…2億4,628万3千円

衛生費 ▲保健事業…5,923万8千円／予防総

務事業…5,573万4千円／ごみ減量化対策事

業…4,381万2千円

商工費 ▲地域振興事業…1,192万円 

農林水産業費 ▲霞ヶ浦用水転作地等水利費

補助事業…2,233万6千円

教育費 ▲図書室蔵書データ化事業…2,617万

8千円／幼稚園児送迎バス委託事業…2,147

万6千円／英語指導助手業務委託料…1,734

万6千円／幼稚園就園奨励費補助事業…

1,699万1千円

※
人
口
…
４
７,
５
８
０
人
・

　
世
帯
…
１
４,
８
４
２
世
帯

　（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

　
桜
川
市
の
基
本
と
な
る
平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
、
平
成

22
年
第
１
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
可
決
・
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は

１
６
５
億
５,
０
０
０
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

な
ど
7
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算
総

額
で
は
、
２
８
６
億
９,
２
１
０
万
9
千
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
の
合
算
額
と
対
比
し
て
0.8
％
の
減
と
な
り
ま

す
。

　
今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
歳
入
・
歳

出
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

総　　額  286 億 9,210 万 9 千円

一般会計  165 億 5,000 万円
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桜川市職員の
人事異動を発令

　市は、４月１日付で職員の人事異動を発令しました。内

容は次のとおりです。なお、退職者については３月 31 日

付です。（　）内は前所属

行 政

情 報
市 の 動 き

■
秘
書
広
報
課
長
補
佐
兼
秘
書
係

長
／
潮

う
し
お

田だ

昭あ
き

彦ひ
こ

（
真
壁
庁
舎
総
合

窓
口
課
）
■
秘
書
広
報
課
秘
書
係

長
／
岩い

わ

本も
と

恵け
い

子こ

■
秘
書
広
報
課
主

事
／
久く

保ぼ

嶋し
ま

一か
ず

純よ
し

（
総
務
課
）
■

秘
書
広
報
課
主
事
／
安あ

達だ
ち

祐ゆ

美み

（
国
保
年
金
課
）
■
市
長
公
室
次

長
兼
企
画
課
長
／
植う

え

木き

優ま
さ
る

（
農
地

整
備
課
）
■
企
画
課
企
業
誘
致
推

進
室
長
／
笠か

さ

倉く
ら

剛た
け
し

（
財
政
課
）
■

企
画
課
市
民
協
働
推
進
室
長
／
穐あ

き

山や
ま

壽と
し

一か
ず

（
農
地
整
備
課
）
■
企
画

課
主
幹
／
長な

が

島し
ま

幸ゆ
き

男お

■
企
画
課
主

事
／
舘た

て

翔
し
ょ
う

子こ

（
市
民
課
）
■
企
画

課
主
事
／
中な

か

島じ
ま

崇た
か

教の
り

（
介
護
長
寿

課
）
■
職
員
課
主
査
兼
人
事
研
修

係
長
／
上う

え

野の

茂し
げ

雄お

（
社
会
福
祉
課
）

■
総
務
部
長
／
山や

ま

田だ

澄す
み

男お

（
財
政

課
）
■
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長

／
石い

し

堀ぼ
り

純じ
ゅ
ん

（
税
務
課
）
■
総
務
課

主
任
／
長は

谷せ

川が
わ

勇ゆ
う

貴き

■
総
務
課
主

事
／
田た

山や
ま

明あ
き

宏ひ
ろ

（
職
員
課
）
■
財

政
課
長
／
市い

ち

塚つ
か

一い
ち

郎ろ
う

■
財
政
課
長

補
佐
兼
契
約
検
査
係
長
／
稲い

な

川が
わ

潤
じ
ゅ
ん

（
建
設
課
）
■
財
政
課
主
査
兼
財

政
係
長
／
河か

わ

合い

利と
し

通み
ち

（
税
務
課
）

■
財
政
課
財
政
係
長
／
園そ

の

田だ

哲て
つ

也や

（
企
画
課
）
■
財
政
課
主
査
兼
管

財
係
長
／
谷や

島じ
ま

茂
し
げ
る

■
税
務
課
長
／

米よ
ね

川か
わ

建た
け

男お

（
職
員
課
）
■
税
務
課

主
査
兼
市
民
税
第
一
係
長
／
田た

崎さ
き

美み

千ち

代よ

（
水
田
農
業
振
興
室
）
■

税
務
課
市
民
税
第
二
係
長
／
仙せ

ん

波ば

朝と
も

孝た
か

（
財
政
課
）
■
税
務
課
主
査

兼
資
産
税
第
二
係
長
／
大お

お

関ぜ
き

一か
ず

司し

（
農
地
整
備
課
）
■
税
務
課
主
事

／
山や

ま

川か
わ

拓た
く

也や

（
企
画
課
）
■
収
税

課
副
参
事（
収
納
向
上
対
策
担
当
）

／
廣ひ

ろ

澤さ
わ

修お
さ
む

（
南
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）
■
収
税
課
長
補
佐
兼
収
納

第
一
係
長
／
大お

お

吉よ
し

誠ま
こ
と

（
都
市
整
備

課
）
■
収
税
課
主
査
兼
収
納
第
一

係
長
／
谷や

田た

部べ

清き
よ
し

（
茨
城
県
租
税

債
権
管
理
機
構
）
■
収
税
課
主
幹

／
安あ

達だ
ち

茂し
げ

義よ
し

■
収
税
課
主
事
／
早は

や

瀬せ

則の
り

之ゆ
き

（
新
規
採
用
）
■
大
和
庁

舎
総
合
窓
口
課
主
査
兼
係
長
／
川か

わ

島し
ま

剛
た
け
し

■
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
主

幹
／
木き

村む
ら

友と
も

美み

（
農
林
課
）
■
岩

瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
長
／
荒あ

ら

木き

收
お
さ
む

（
建
設
課
）
■
岩
瀬
庁
舎
総
合
窓

口
課
長
補
佐
兼
係
長
／
平ひ

ら

石い
し

美み

智ち

江え

（
会
計
課
）
■
岩
瀬
庁
舎
総
合

窓
口
課
長
補
佐
兼
係
長
／
弓ゆ

削げ

和か
ず

弘ひ
ろ

（
生
活
安
全
課
）
■
岩
瀬
庁
舎

総
合
窓
口
課
主
事
／
市い

ち

村む
ら

直な
お

之ゆ
き

（
収
税
課
）
■
真
壁
庁
舎
総
合
窓

口
課
長
／
吉よ

し

原わ
ら

志し

朗ろ
う

（
文
化
生
涯

学
習
課
）
■
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口

課
主
査
兼
係
長
／
高た

か

松ま
つ

弘ひ
ろ

行ゆ
き

（
都

市
整
備
課
）
■
真
壁
庁
舎
総
合
窓

口
課
主
査
兼
係
長
／
深ふ

か

谷や

き
よ
子こ

（
文
化
生
涯
学
習
課
）
■
真
壁
庁

舎
総
合
窓
口
課
主
幹
／
高た

か

久く

正ま
さ

喜き

（
秘
書
広
報
課
）
■
真
壁
庁
舎
総

合
窓
口
課
主
幹
／
大お

お

場ば

真ま

由ゆ

美み

（
市
民
課
）
■
真
壁
庁
舎
総
合
窓

口
課
主
事
／
鈴す

ず

木き

加か

奈な

（
新
規
採

用
）

■
市
民
課
主
査
兼
市
民
係
長
／
猪い

野の

信の
ぶ

子こ

（
介
護
長
寿
課
）
■
市
民

課
主
幹
／
雨あ

ま

谷が
や

泰や
す

典の
り

（
農
林
課
）

■
市
民
課
主
幹
／
大お

お

関ぜ
き

香か

代よ

（
岩

瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
市
民
課

主
事
／
小こ

ば
や
し林

希の
ぞ
み

（
新
規
採
用
）
■

国
保
年
金
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金

係
長
／
塚つ

か

本も
と

真し
ん

吉き
ち

■
国
保
年
金
課

長
補
佐
兼
国
保
税
係
長
／
安あ

達だ
ち

誠
ま
こ
と

（
企
画
課
）
■
国
保
年
金
課
主
査

兼
国
保
税
係
長
／
藤ふ

じ

田た

義よ
し

治は
る

（
収

税
課
）
■
国
保
年
金
課
主
幹
／

五い

が

ら

し

十
嵐
敦あ

つ
し

（
茨
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
）
■
国
保
年
金
課

主
幹
／
田た

山や
ま

嘉よ
し

彦ひ
こ

（
茨
城
県
国
保

連
合
会
）
■
国
保
年
金
課
主
事
／

石い
し

川か
わ

裕ひ
ろ

昭あ
き

（
市
民
課
）
■
国
保
年

金
課
主
任
／
飯い

い

島じ
ま

亮
り
ょ
う

子こ

（
秘
書
広

報
課
）
■
国
保
年
金
課
主
事
／
大お

お

場ば

美み

咲さ
き

（
新
規
採
用
）
■
環
境
対

策
課
公
害
対
策
係
長
／
田た

口ぐ
ち

浩ひ
ろ

江え

（
農
地
整
備
課
）
■
環
境
対
策
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
長
／
仲な

か

田た

幸こ
う

一い
ち

（
税
務
課
）
■
生
活
安
全
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
／
皆み

な

川が
わ

忠た
だ

久ひ
さ（

真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）

■
生
活
安
全
課
消
防
防
災
係
長
／

中な
か

島じ
ま

元も
と

（
国
保
年
金
課
）
■
生
活

安
全
課
交
通
防
犯
・
消
費
者
行
政

係
長
／
稲い

な

葉ば

正ま
さ

典の
り

■
生
活
安
全
課

主
任
／
大お

お

場ば

昌ま
さ

己み

（
農
地
整
備
課
）

■
保
健
福
祉
部
次
長
兼
社
会
福
祉

課
長
／
大お

お

和わ

田だ

清き
よ
し（

商
工
観
光
課
）

■
社
会
福
祉
課
副
参
事
（
生
保
担

当
）
／
渡わ

た

辺な
べ

久く

米め

夫お

（
岩
瀬
・
や

ま
と
保
育
所
）
■
社
会
福
祉
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
／
岩い

わ

見み

良よ
し

子こ

（
市
民
課
）
■
社
会
福
祉
課
主
査

兼
保
護
係
長
／
斎さ

い

藤と
う

学ま
な
ぶ

（
商
工
観

光
課
）
■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係
長
／
仁に

平へ
い

博ひ
ろ

章あ
き

（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
）
■
児
童
福
祉
課
長
／
長な

が

堀ほ
り

イ
ツ
子こ

（
国
保
年
金
課
）
■
児
童

福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係
長
／
大お

お

畠は
た

美み

智ち

代よ

（
社
会
福
祉
課
）
■
児
童

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
／
増ま

す

渕ぶ
ち

聖き
よ

志し

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
■
岩

瀬
・
や
ま
と
保
育
所
長
／
小こ

松ま
つ

﨑ざ
き

市

長

公

室

市
民
生
活
部

保
健
福
祉
部

総
　
務
　
部

裕ひ
ろ

臣お
み

（
企
画
課
）
■
岩
瀬
保
育
所

長
補
佐
／
仲な

か

田た

恵え

美み

子こ

（
児
童
福

祉
課
）
■
岩
瀬
保
育
所
長
補
佐
／

中な
か

川が
わ

和か
ず

子こ

（
北
部
保
育
所
）
■
岩

瀬
保
育
所
係
長（
副
主
任
保
育
士
）

／
安あ

達だ
ち

美み

幸ゆ
き

（
や
ま
と
保
育
所
）

■
岩
瀬
保
育
所
主
幹
（
保
育
士
）

／
金か

な

内う
ち

悦え
つ

子こ

（
ま
か
べ
幼
稚
園
）

■
岩
瀬
保
育
所
主
事
（
保
育
士
）

／
仲な

か

田た

美み

香か

（
新
規
採
用
）
■
岩

瀬
保
育
所
係
長
（
栄
養
士
）
／
杉す

ぎ

山や
ま

明あ
き

子こ

■
岩
瀬
保
育
所
調
理
員
／

櫻
さ
く
ら

井い

浩ひ
ろ

子こ

（
東
部
保
育
所
）
■
岩

瀬
保
育
所
調
理
員
／
入い

り

江え

春は
る

美み

（
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
■
や

ま
と
保
育
所
主
任
（
保
育
士
）
／

榎
え
の
き

戸ど

一か
ず

代よ

（
岩
瀬
保
育
所
）
■
や

ま
と
保
育
所
調
理
員
／
舘た

て

野の

ふ
じ

子こ

（
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
■

東
部
・
北
部
保
育
所
長
／
安あ

達だ
ち

徹
と
お
る

（
岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
東

部
保
育
所
係
長（
副
主
任
保
育
士
）

／
鈴す

ず

木き

悦え
つ

子こ

（
ま
か
べ
幼
稚
園
）

■
東
部
保
育
所
主
事
補（
保
育
士
）

／
小お

沼ぬ
ま

紗さ

貴き

子こ

（
新
規
採
用
）
■

東
部
保
育
所
調
理
員
／
武た

け

井い

奈な

美み

子こ

（
北
部
保
育
所
）
■
北
部
保
育

所
主
査
（
主
任
保
育
士
）
／
大お

お

関ぜ
き

洋よ
う

子こ

（
社
会
福
祉
課
）
■
北
部
保

育
所
調
理
員
／
蛯え

び

澤さ
わ

喜き

美み

子こ

（
岩

瀬
保
育
所
）
■
介
護
長
寿
課
長
補

佐
兼
長
寿
推
進
係
長
／
飯い

い

嶋じ
ま

京
き
ょ
う

子こ

（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
介

兼
下
水
道
課
長
／
青あ

お

柳や
ぎ

栄さ
か
え

（
水
道

課
）
■
下
水
道
課
業
務
係
長
／
大お

お

塚つ
か

富ふ

二じ

子こ

■
下
水
道
課
主
任
／
大お

お

山や
ま

祐ゆ
う

一い
ち

（
建
設
課
）
■
水
道
課
長

／
増ま

す

渕ぶ
ち

和か
ず

美み

（
児
童
福
祉
課
）
■

水
道
課
庶
務
係
長
／
井い

の

上う
え

さ
ち
子こ

（
介
護
長
寿
課
）
■
水
道
課
主
査

兼
業
務
係
長
／
上う

え

野の

誠せ
い

一い
ち

（
環
境

対
策
課
）
■
水
道
課
主
査
兼
業
務

係
長
／
原は

ら

広ひ
ろ

子こ

（
児
童
福
祉
課
）

■
水
道
課
主
査
兼
工
務
係
長
／
延の

ぶ

嶋し
ま

太た

美み

夫お

（
建
設
課
）
■
水
道
課

主
任
／
島し

ま

﨑ざ
き

寿と
し

春は
る

（
建
設
課
）
■

水
道
課
主
任
／
蓮は

す

沼ぬ
ま

晃こ
う

二じ

（
建
設

課
）

■
会
計
管
理
者
／
太お

お

田た

昭あ
き
ら

（
社
会

福
祉
課
）
■
会
計
課
長
補
佐
兼
審

査
係
長
／
池い

け

田だ

繁し
げ

子こ

（
介
護
長
寿

課
）
■
会
計
課
出
納
係
長
／
堀ほ

り

豊と
よ

子こ

■
会
計
課
主
幹
／
保ほ

坂さ
か

理り

恵え

（
健
康
推
進
課
）

■
教
育
次
長
／
臼う

す

井い

典の
り

章あ
き

（
総
務

課
）
■
学
校
教
育
課
主
査
兼
総
務

係
長
／
荒あ

ら

山や
ま

幸さ
ち

子こ

（
税
務
課
）
■

学
校
教
育
課
主
査
兼
学
校
教
育
係

護
長
寿
課
介
護
認
定
係
長
／
鴻こ

う

田だ

光み
つ

江え

（
ま
か
べ
幼
稚
園
）
■
介
護

長
寿
課
介
護
認
定
係
長
／
広ひ

ろ

瀬せ

明あ
け

美み

■
介
護
長
寿
課
主
幹
／
栗く

り

山や
ま

美み

津つ

江え

（
企
画
課
）
■
介
護
長
寿
課

主
事
／
大お

お

島し
ま

彬あ
き
ら

（
新
規
採
用
）
■

健
康
推
進
課
予
防
係
長（
保
健
師
）

／
沼ぬ

ま

口ぐ
ち

育い
く

子こ

■
健
康
推
進
課
主
事

／
飯い

い

山や
ま

智ち

佳か

子こ

（
新
規
採
用
）

■
農
林
課
主
査
兼
農
政
係
長
／
小こ

松ま
つ

﨑ざ
き

稔み
の
る

（
国
保
年
金
課
）
■
農
林

課
主
幹
／
荻お

ぎ

原わ
ら

秀ひ
で

男お

（
水
道
課
）

■
農
林
課
主
任
／
高た

か

庭に
わ

美み

代よ

子こ

（
会
計
課
）
■
農
地
整
備
課
長
／

根ね

本も
と

貞さ
だ

興お
き

（
都
市
整
備
課
）
■
農

地
整
備
課
長
補
佐
兼
土
地
改
良
係

長
／
永な

が

田た

茂
し
げ
る

■
農
地
整
備
課
主
査

兼
農
地
整
備
係
長
／
白は

く

田た

伸し
ん

一い
ち

（
情
報
政
策
課
）
■
農
地
整
備
課

主
査
兼
農
地
整
備
係
長
／
蟹か

に

雅ま
さ

一か
ず

■
農
地
整
備
課
主
査
兼
土
地
改
良

係
長
／
柴し

ば

ま
り
子こ

（
水
道
課
）
■

農
地
整
備
課
土
地
改
良
係
長
／
田た

口ぐ
ち

瑞み
ず

男お

（
下
水
道
課
）
■
農
地
整

備
課
主
事
／
飯い

い

沼ぬ
ま

雄ゆ
う

太た

（
新
規
採

用
）
■
商
工
観
光
課
長
／
廣ひ

ろ

澤さ
わ

久ひ
さ

夫お

（
社
会
福
祉
課
）
■
商
工
観
光

課
主
事
／
鶴つ

る

見み

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
国
保
年

金
課
）
■
商
工
観
光
課
主
事
／
和わ

長
／
大お

お

木き

春は
る

美み

（
真
壁
庁
舎
総
合

窓
口
課
）
■
学
校
教
育
課
主
任
／

上う
え

野の

崇
た
か
し

■
学
校
教
育
課
主
事
／
堀ほ

り

俊と
し

之ゆ
き

（
新
規
採
用
）
■
学
校
教
育

課
南
飯
田
小
学
校
用
務
員
／
藤
田

里
江
（
岩
瀬
西
中
学
校
）
■
学
校

教
育
課
岩
瀬
西
中
学
校
技
手
／
松ま

つ

崎ざ
き

和か
ず

巳み

（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）

■
ま
か
べ
幼
稚
園
長
／
鈴す

ず

木き

俊と
し

男お

（
生
活
安
全
課
）
■
ま
か
べ
幼
稚

園
教
諭
（
係
長
）
／
渡わ

た

邊な
べ

朝と
も

子こ

■

ま
か
べ
幼
稚
園
教
諭
／
岸き

し

本も
と

利と
し

恵え

（
や
ま
と
幼
稚
園
）
■
ま
か
べ
幼

稚
園
教
諭
／
宮み

や

田た

彩あ
や

香か

（
新
規
採

用
）
■
や
ま
と
幼
稚
園
教
頭
／
中な

か

島じ
ま

睦む
つ

子こ

■
や
ま
と
幼
稚
園
主
任
教

諭
／
富と

み

田た

栄え
い

子こ

（
ま
か
べ
幼
稚
園
）

■
桜
川
市
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
／
土は

生ぶ

都つ

信し
ん

輔す
け

（
農
業
委
員

会
事
務
局
）
■
桜
川
市
南
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
／
近こ

ん

藤ど
う

典の
り

子こ

（
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
■
文

化
生
涯
学
習
課
副
参
事
（
文
化
部

門
総
括
）
／
青あ

お

木き

久ひ
さ

男お

（
東
部
・

北
部
保
育
所
）
■
文
化
生
涯
学
習

課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
／
石い

し

川か
わ

文ふ
み

雄お

■
文
化
生
涯
学
習
課
主
査
兼

生
涯
学
習
係
長
／
宮み

や

山や
ま

孝た
か

夫お

（
水

道
課
）
■
文
化
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
長
／
大お

お

武た
け

妙た
え

子こ

■
文
化
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
／
飛ひ

毛け

俊と
し

浩ひ
ろ

■
文
化
生
涯
学
習
課
主
事
／

木き

村む
ら

智さ
と

史し

（
新
規
採
用
）
■
文
化

地ち

美み

沙さ

子こ

（
新
規
採
用
）
■
桜
川

市
土
地
改
良
事
務
局
長
（
課
長
）

／
齋さ

い

藤と
う

守ま
も
る

（
秘
書
広
報
課
）
■
桜

川
市
水
田
農
業
振
興
室
主
査
兼
係

長
／
白は

く

田た

公き
み

江え

（
大
和
庁
舎
総
合

窓
口
課
）

■
建
設
部
長
／
常と

き

盤わ

恵け
い

一い
ち

（
下
水

道
課
）
■
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
／
阿あ

部べ

田た

寿ひ
さ
し

（
税
務
課
）
■

建
設
課
主
査
兼
用
地
係
長
／
郡ぐ

ん

司じ

純す
み

夫お

（
国
保
年
金
課
）
■
建
設
課

主
査
兼
維
持
補
修
係
長
／
田た

林
ば
や
し

国く
に

男お

（
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
■

建
設
課
住
宅
係
長
／
中な

か

川が
わ

勝ま
さ
る

（
文

化
生
涯
学
習
課
）
■
建
設
課
主
事

／
吉よ

し

川か
わ

寛ひ
ろ

紀の
り

（
新
規
採
用
）
■
都

市
整
備
課
長
補
佐
兼
都
市
整
備
係

長
／
井い

坂さ
か

徹と
お
る

（
農
林
課
）
■
都
市

整
備
課
主
査
兼
都
市
整
備
係
長
／

柴し
ば

山や
ま

兼か
ね

光み
つ

（
財
政
課
）
■
都
市
整

備
課
主
査
兼
公
園
緑
地
係
長
／
小お

川が
わ

豊ゆ
た
か

（
水
道
課
）
■
都
市
整
備
課

主
事
／
蘒は

ぎ

原わ
ら

一か
ず

訓の
り

（
新
規
採
用
）

■
上
下
水
道
部
長
／
若わ

か

林
ば
や
し

鉄て
つ

郎ろ
う

（
会
計
課
）
■
上
下
水
道
部
次
長

経
　
済
　
部

建
　
設
　
部

会
　
　
計

教
育
委
員
会

上
下
水
道
部
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生
涯
学
習
課
公
民
館
係
長
（
真
壁

中
央
公
民
館
）／
山や

ま

形が
た

由ゆ

美み

子こ

（
環

境
対
策
課
）
■
文
化
生
涯
学
習
課

主
査
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
係
長
／

大お
お

武た
け

正ま
さ

男お

（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口

課
）
■
文
化
生
涯
学
習
課
主
幹
／

宇う

留る

野の

主ち

か

ら税
■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
／
五い

が

ら

し

十
嵐
貴た

か

裕ひ
ろ

（
生
活
安
全
課
）
■
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
主
査
兼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管

理
係
長
（
岩
瀬
体
育
館
）
／
酒さ

か

井い

正ま
さ

志し

（
水
道
課
）
■
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
主
査
兼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理

係
長
（
真
壁
体
育
館
）
／
大お

お

塚つ
か

え

つ
子こ

（
商
工
観
光
課
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼

農
地
係
長
／
仁に

平へ
い

忍
し
の
ぶ

■
農
業
委
員

会
事
務
局
庶
務
係
長
／
栗く

り

山や
ま

和か
ず

三み

（
水
道
課
）

■
山や

ま

中な
か

政ま
さ

雄お

（
総
務
部
長
）
■
小こ

田た

部べ

喜よ
し

英ひ
で

（
建
設
部
長
）
■
告つ

げ

清き
よ

嗣つ
ぐ

（
上
下
水
道
部
長
）
■
古ふ

る

橋は
し

忠
た
だ
し

（
教
育
次
長
）
■
川か

わ

那な

子ご

朗あ
き
ら

（
県

西
総
合
病
院
事
務
長
）
■
渡わ

た

邉な
べ

秀ひ
で

夫お

（
市
長
公
室
次
長
兼
企
画
課
長
）

■
古ふ

る

橋は
し

満み
つ

夫お

（
保
健
福
祉
部
参
事
）

■
吉よ

し

田だ

和か
ず

志し

（
経
済
部
参
事
）
■

飯い
い

島じ
ま

光み
つ

博ひ
ろ

（
市
民
生
活
部
参
事
）

■
山や

ま

中な
か

章あ
き
ら

（
ま
か
べ
幼
稚
園
長
）

■
小こ

口ぐ
ち

良
り
ょ
う

一い
ち

（
収
税
課
副
参
事
）

■
白は

く

田た

直な
お

吉き
ち

（
文
化
生
涯
学
習
課

副
参
事
）
■
栗く

り

﨑ざ
き

修お
さ
む

（
岩
瀬
庁
舎

総
合
窓
口
課
長
補
佐
）
■
酒さ

か

寄よ
り

は

な
（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
主
査

兼
係
長
）
■
橋は

し

本も
と

ち
づ
子こ

（
学
校

教
育
課
主
査
兼
係
長
）
■
中な

か

村む
ら

一か
ず

夫お

（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
係
長
）

■
田た

中な
か

和か
ず

子こ

（
岩
瀬
保
育
所
長
補

佐
）
■
皆み

な

川が
わ

洋よ
う

子こ

（
や
ま
と
幼
稚

園
教
頭
）
■
早は

や

瀬せ

和か
ず

子こ

（
岩
瀬
東

部
保
育
所
長
補
佐
）
■
和わ

久く

井い

美み

佐さ

男お

（
岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
主

査
兼
係
長
）
■
秋あ

き

山や
ま

孝た
か

子こ

（
北
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
）

■
谷や

津つ

和か
ず

子こ

（
南
飯
田
小
学
校
用

務
員
）
■
野の

口ぐ
ち

文ふ
み

子こ

（
南
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
■
小こ

林
ば
や
し

早さ
な

苗え

（
岩
瀬
保
育
所
調
理
員
）
■
堤

つ
つ
み

は
く
（
や
ま
と
保
育
所
調
理
員
）

行
政
委
員
会

退
　
職
　
者

桜川市真壁地区が
重要伝統的建造物群
保存地区に選定
～県内初、関東では４番目～

城
県
初
の
重
伝
建
地
区
と
な
る
予

定
で
す
。
全
国
で
は
京
都
府
祗ぎ

園お
ん

新し
ん

橋ば
し

や
秋
田
県
角か

く
の
だ
て館
、
岡
山
県
倉く

ら

敷し
き

、
山
口
県
萩は

ぎ

、
関
東
で
は
川か

わ

越ご
え

や
佐さ

原わ
ら

な
ど
が
重
伝
建
地
区
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
16
日
、
国
の
文
化
審
議
会

が
『
桜
川
市
真
壁
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
』
を
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
（
通
称
／
重

じ
ゅ
う

伝で
ん

建け
ん

地ち

区く

）
に
選
定
す
る
よ
う
文
部

科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
近
日
中
に
全
国
で
87
番
目
、
茨

伝
建
地
区
制
度
と
は

　
伝
統
的
な
集
落
や
町
並
み
の
景

観
保
存
を
図
り
、
伝
統
的
建
造
物

や
町
並
み
を
現
役
の
生
活
の
舞
台

と
し
て
整
備
し
、
将
来
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

真
壁
の
町
並
み

　
真
壁
地
区
で
は
、
４
０
０
年
前

か
ら
続
く
城
下
町
の
町
割
り
の
上

に
、江
戸
時
代
の
見み

世ぜ

蔵ぐ
ら

や
土
蔵
、

明
治
・
大
正
時
代
の
町
家
に
、
門
、

塀
、
昭
和
の
洋
風
建
築
な
ど
の

様
々
な
伝
統
的
な
建
造
物
群
が
息

づ
い
て
い
ま
す
。

桜
川
市
真
壁
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区

　
こ
の
う
ち
真
壁
町
真
壁
字
下し

も

宿
じ
ゅ
く

町ち
ょ
う

・
高た

か

上
じ
ょ
う

町ま
ち

・
大や

ま
と
ち
ょ
う

和
町
の
全
域
と

上か
み

宿
じ
ゅ
く

町ち
ょ
う

・
仲な

か

町ま
ち

の
一
部
を
保
存
地

区
と
定
め
、
昨
年
９
月
に
伝
建
地

区
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
真
壁
地
区
で
は
今
回
の
重

伝
建
地
区
選
定
に
よ
り
国
か

ら
財
政
的
な
支
援
を
受
け
て 

修
理
・
修
景
事
業
な
ど
を
実

施
し
、
伝
統
的
な
町
並
み
景

観
を
保
存
整
備
し
て
ゆ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

伝
建
地
区
の
こ
れ
か
ら

　
今
回
の
重
伝
建
地
区
選
定

に
よ
っ
て
、
町
並
み
の
保
存

整
備
は
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
み
ん
な
で
協

力
し
、
魅
力
あ
る
町
並
み
を

次
世
代
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
伝
建
地
区
内
で
は
、
景
観

を
守
る
た
め
、
新
築
・
増
改

築
な
ど
に
許
可
が
必
要
で

す
。
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日

号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

■
文
化
生
涯
学
習
課
／
文
化
財
係 

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１

１
１
代
表
）

４月 16 日、国の文化審議会が桜川市真壁伝統的建造物群保存地区を重要
伝統的建造物群保存地区に選定することを文部科学大臣に答申し、近日中
に同地区が国の重要伝統的建造物群保存地区になる予定です。
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桜川Ｊr.バドミントン少年団

県大会で優勝など好成績

岩瀬東・西中学校で

バイキング給食

　
中
学
3
年
生
が
卒
業
間
近
の
2
月

末
。
岩
瀬
東
中
学
校
と
西
中
学
校
の

両
校
で
、
3
年
生
を
対
象
に
し
た
バ

イ
キ
ン
グ
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
9
年
間
の

学
校
給
食
最
後
の
思
い
出
を
作
っ
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
3

年
生
の
各
教
室
に
は
、パ
ン
や
ご
飯
・

麺
類
、
フ
ル
ー
ツ
・
デ
ザ
ー
ト
な
ど

が
彩
り
よ
く
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
生

徒
の
み
な
さ
ん
は
「
ホ
テ
ル
の
バ
イ

キ
ン
グ
み
た
い
。」
と
、
好
き
な
も

の
を
選
び
な
が
ら
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や

先
生
と
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い
の
思
い
出
バ
イ
キ
ン
グ
給
食

と
な
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
９
年
間
の
学
校
給
食
最
後
の
思

い
出
を
作
っ
て
も
ら
お
う
と
、
岩
瀬
東
中
学

校
と
西
中
学
校
で
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
石
岡
市
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
、
第
８
回
茨
城
県
低
学
年
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
お
い

て
、
桜
川
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団

の
平ひ

ら

田た

輝ひ
か
る

・
齋さ

い

藤と
う

叶か
な

汰た

ペ
ア
（
猿
田

小
３
年
）、
小こ

池い
け

由ゆ

華か

（
猿
田
小
３

年
）・
景か

げ

山や
ま

紫し

帆ほ

（
羽
黒
小
２
年
）

ペ
ア
が
３
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス
男

子
・
女
子
の
部
で
共
に
優
勝
し
、
茨

城
県
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
年
生
シ
ン
グ
ル
の
部
で

は
、男
子
の
部
／
久く

野の

陽あ
き

翔と

さ
ん（
坂

戸
小
１
年
）
と
女
子
の
部
／
萩は

ぎ

原わ
ら

菜な

結ゆ

さ
ん
（
羽
黒
小
１
年
）
が
共
に
準

優
勝
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

第
８
回
茨
城
県
低
学
年
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
で
、
男
・
女
ダ
ブ
ル
ス
や
シ
ン
グ
ル

の
部
で
優
勝
や
準
優
勝
の
好
成
績
を
収
め
た

桜
川
Jr.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
の
皆
さ
ん

桜川市健康推進員が

「かろやかヨガの会」結成
30
人
の
「
か
ろ
や
か
ヨ
ガ
の
会
」
会
員
の
皆

さ
ん
は
、
毎
週
第
1
・
3
金
曜
日
13
時
30
分

か
ら
15
時
ま
で
大
和
中
央
公
民
館
で
爽
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
各
地
区
で
、
市
民
の
皆
様
の

健
康
づ
く
り
推
進
活
動
を
し
て
い
る

桜
川
市
健
康
推
進
員
（
１
７
５
人
）

が
中
心
と
な
り
、
自
主
サ
ー
ク
ル
活

動
「
か
ろ
や
か
ヨ
ガ
の
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。

　「
は
じ
め
よ
う
運
動
、
広
げ
よ
う

地
域
の
輪
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
推

進
員
が
結
成
し
た
運
動
サ
ー
ク
ル
と

し
て
は
、
既
に
真
壁
地
区
で
活
動
し

て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
体
操
の
会
」
に

次
い
で
２
つ
目
と
な
り
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
健
康
推
進
課
／
☎
58-

５
１
１

１
・
75-

３
１
１
１
（
代
表
）
ま
で
。

飯
いい

島
じま

貴
たか

大
ひろ

さん（大　和
剣友会）が茨城県

剣道少年団研修会で最優秀賞
剣
道
の
胴
着
・
防
具
を
身
に
ま
と
い
、
会
場

に
集
ま
っ
た
大
勢
の
剣
士
の
前
で
、
剣
道
修

練
を
通
じ
て
体
験
し
た
こ
と
を
堂
々
と
発
表

す
る
飯
島
さ
ん

　
日
立
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
26
回

茨
城
県
剣
道
少
年
団
研
修
会
」（
主

催
／
県
剣
道
道
場
連
盟
）
で
、
大や

ま

和と

剣け
ん

友ゆ
う

会か
い

の
飯
島
貴
大
さ
ん
が
中
学
生

の
部
で
、最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
同
剣
道
道
場
連

盟
が
「
文
武
両
道
」
を
実
践
す
る
た

め
に
、
修
練
を
通
じ
て
体
験
し
た
こ

と
を
作
文
に
ま
と
め
発
表
す
る
も
の

で
、
飯
島
さ
ん
は
「
勝
敗
に
拘

こ
だ
わ

り
続

け
た
九
年
間
」
と
題
し
て
、
自
分
の

中
の「
上
手
い
剣
道
」と「
勝
つ
剣
道
」

の
違
い
に
対
す
る
心
の
葛
藤
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
飯

島
さ
ん
は
関
東
大
会
に
出
場
。見
事
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～
古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

TEL 0296-54-1540

く
ら
し
の
情
報

「
'10
ひ
ま
わ
り
号
」
の
実
施
に

つ
い
て

社
会
福
祉
課

　
今
年
も
、
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
交
流
を
深
め
る
た
め
友
情

列
車
ひ
ま
わ
り
号
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
３
日
（
土
）
※
時
間

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
各
自
に
連
絡
。

■
目
的
地
／
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド■
募
集
人
員
／
障
害
者
１
５
０
人
・

同
伴
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
５
０
人

■
申
込
期
間
／
５
月
10
日
（
月
）
～

31
日
（
月
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
社
会
福

祉
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１ 

代
表
）
ま
た
は
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
０
２
９
６-

76-

１
３
５
７
）
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

の
ほ
か
、
筑
西
市
幸
町
１-

13-

16

木き

田だ

郁い
く

夫お

ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ

体
検
査
、
面
接
試
験

■
受
験
手
続
／
受
験
申
込
用
紙:

桜

川
市
役
所
職
員
課
、総
合
窓
口
課（
岩

瀬
・
真
壁
庁
舎
）
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

■
受
付
期
間
／
５
月
６
日
（
木
）
～

５
月
31
日
（
月
）、９
時
～
17
時
（
土
・

日
、
祝
日
を
除
く
。）

■
問
合
先
／
職
員
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

第
５
回
桜
川
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

桜
川
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟

■
期
日
／
5
月
25
日
（
火
）

　
※
雨
天
決
行

■
会
場
／
益
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
募
集
人
員
／
２
０
０
人（
先
着
順
）

■
プ
レ
ー
費
／
５,
６
０
０
円
（
食

事
代
・
税
込
み
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
な
し
）

■
参
加
料
／
３,
５
０
０
円

■
申
込
期
限
／
５
月
15
日
（
土
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
岩
瀬
体
育
館

（
☎
76-

６
６
０
０
）・
大
和
中
央

公
民
館
（
☎
58-

７
１
１
７
）・
真

壁
体
育
館
（
☎
54-

０
７
５
３
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

「
い
ば
ら
き
営
農
塾
」
受
講
者

募
集

県
立
農
業
大
学
校

　
県
内
で
こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
る

０
０
１
０
・
�
0
２
９-

２
９
２-

０
９
０
３
）

Ｈ
Ｐ: h

ttp
://w

w
w

.ib
a
n
od

a
i.a

c.

jp
/市

の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
振
興

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
氏
名
／
桜
川
市
岩
瀬
盆
栽
愛
好
会

様■
寄
付
金
／
１
２
０,
５
８
３
円

方
や
初
め
て
間
も
な
い
方
を
対
象

に
、
農
業
技
術
の
基
礎
を
体
系
的
に

学
べ
る
研
修
を
行
な
い
ま
す
。

■
研
修
内
容
と
対
象
者

営
農
支
援
研
修
〈
Ａ
コ
ー
ス
〉

・ 

対
象:

野
菜
を
中
心
と
し
た
本
格

的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
、
概
ね

45
歳
ま
で
の
方

・ 

期
間:

６
月
上
旬
～
９
月
中
旬
原

則
、
水
曜
日
の
夜
間
と
土
曜
の
日

中
に
開
講

定
年
帰
農
者
等
支
援
研
修

〈
水
稲
入
門
コ
ー
ス
〉

・ 

対
象:

農
産
物
を
販
売
し
収
入
を

得
よ
う
と
す
る
、
概
ね
65
歳
ま
で

の
方

・ 

期
間:

６
月
上
旬
～
10
月
中
旬 

原

則
、
平
日
夜
間
と
土
曜
の
日
中
に

開
講

■
場
所
／
県
立
農
業
大
学
校
（
茨
城

町
長
岡
４
０
７
０-

１
８
６
）

■
定
員
／
各
40
人

■
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
受
講
者
負
担
）

■
申
込
方
法
／
最
寄
の
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
県
立
農
業

大
学
校
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日
／
営
農
支
援
研
修
（
Ａ
コ

ー
ス
）　
５
月
14
日
（
金
）・
定
年
帰

農
者
等
支
援
研
修
（
水
稲
入
門
コ
ー

ス
）　
５
月
21
日
（
金
）

■
問
合
先
／
県
立
農
業
大
学
校 

研
修
科
（
☎
０
２
９-

２
９
２-

お
詫
び
と
訂
正

　
３
月
１
日
発
行
の
「
広
報
さ
く
ら

が
わ
」
に
掲
載
し
た
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所
／
家
庭
で
で
き
る
地
球

温
暖
化
対
策
（
２
ペ
ー
ジ
下
）
の
地

球
の
写
真
説
明

誤
　
写
真
提
供
／
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構:

つ
く
ば
市
）

正
　
写
真
提
供:

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
�

０
２
９
６-

82-

０
４
７
３
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も
結
構
で

す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
24
日
（
月
）
９
時
～

12
時
・
13
時
～
16
時

■
場
所
／
大
和
庁
舎
１
階
談
話
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
８
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
６
月
28

日
（
月
）
に
真
壁
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

下
館
・
結
城
都
市
計
画
案
（
都

市
計
画
道
路
　
長
方
・
蓮
沼
線

の
追
加
）
の
縦
覧

茨
城
県
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
期
間
中
に
は
、
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
／
５
月
17
日
（
月
）
～

５
月
31
日
（
月
）
※
土
・
日
曜
を
除

く■
縦
覧
場
所
・
問
合
先
／
県
都

市
計
画
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１

-

４
５
８
８
）、
市
役
所
都
市
整

備
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
）

■
意
見
書
の
提
出
方
法
／
縦
覧
場
所

の
用
紙
に
記
載
し
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※
５
月
31
日
（
月
）
必
着

■
意
見
書
の
提
出
先
／
茨
城
県
知
事

橋
本
　
昌
（
都
市
計
画
課
扱
い
）（
〒

３
１
０-

８
５
５
５
水
戸
市
笠
原
町

９
７
８-

６
）

市
職
員
募
集
（
平
成
23
年
度
採

用
）

職
員
課

■
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
員
／
一

般
事
務:

７
人
程
度

■
職
務
内
容
／
本
庁
ま
た
は
出
先
機

関
で
一
般
事
務
従
事

■
受
験
資
格
／
昭
和
56
年
４
月
２
日

～
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

■
試
験
日
・
会
場

・ 

第
１
次
試
験
／
７
月
10
日
（
土
）、

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京
２-

１

-

１
）

※
第
２
次
、
３
次
試
験
の
日
時
、
会

場
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し

ま
す
。

■
試
験
内
容

・ 

第
１
次
／
教
養
試
験
（
大
学
で
履

修
程
度
）、
作
文
試
験

・ 

第
２
次
、
３
次
／
適
性
試
験
、
身

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

５
月
の
納
税
・
保
険
料

軽
自
動
車
税
　
全
期

納
期
限:

５
月
31
日
（
月
）

健
康
・
福
祉

募
　
集

お
知
ら
せ

市
民
健
康
講
座
生
募
集
（
前
期
分
）

　
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
次
の
健
康
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
／
13
時
30
分
～
15
時
（
健
康
推
進
員
に
よ
る
受
付
開
始
13
時
～
）

■
募
集
人
員
／
１
０
０
人

■
申
込
期
間
／
各
教
室
の
開
催
日
前
日
ま
で
電
話
に
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
先
／
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
２
３
５
１
）

平
成
22
年
度

開
　
催
　
日

場
　
　
　
所

講
　
師
　
名

内
　
　
　
容

５
月
19
日（
水
）
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
科
宮
本
医
院

　
　
宮
本 

昭
彦
　
先
生

櫻
井
薬
局

　
　
櫻
井 

崇
明
　
先
生

禁
煙
に
つ
い
て

禁
煙
補
助
剤
に
つ
い
て

６
月
３
日（
木
）
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

五
月
女
歯
科
医
院

　
五
月
女 

芳
実
　
先
生

「
歯
周
疾
患
と
生
活
習
慣

病
」・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

７
月
８
日（
木
）

大
和
中
央
公
民
館

認
知
症
介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
松
本 

恵
　
先
生

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て

８
月
27
日（
金
）
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
西
総
合
病
院
産
婦
人
科
医

　
　
山
内 

宏
　
先
生

「
検
診
を
受
け
よ
う
（
子
宮

が
ん
検
診
）」

９
月
24
日（
金
）
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

桜
川
消
防
署
真
壁
分
署

救
急
車
の
正
し
い
利
用
法

※
講
座
の
内
容
に
よ
り
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
指
導
が

あ
り
ま
す
。（
講
座
に
よ
り
食
生
活
改
善
推
進
員
の
予
防
試
食
が
あ
り
ま
す
。）

※
後
期
分
に
つ
き
ま
し
て
は
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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６月分 健 康 ガイド
《問合先》健康推進課　☎ 58-5111・75-3111

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 ☎ 受  付  時  間

6/6(日) 阿部田医院 真壁町亀熊123-1 0296-55-0305
9：00〜12：00

13：00〜16：00

(保険証は必ず持参）
6/13(日) 鏑木クリニック 加茂部4-1 0296-76-3131

6/20(日) つくし野クリニック 真壁町椎尾2022 0296-20-7755

6/27(日) 千勝医院 本木1600 0296-58-5010

６月の休日応急診療医療機関
６月の母と子の健康づくり

月　　日 種目および会場 対　　　　   象 開 催 時 間 持 参 す る 物

6/16(水)
子ども健康教室（会場／岩

瀬福祉センター）
生後1歳未満児の保護者 10：00〜11：30

母子健康手帳、パンフレット「子

どもの救急ってどんなとき？」
6/30(水)

子ども健康教室（会場／真

壁保健センター）

対象／真壁地区の方（会場 / 真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

6/8(火) 3〜5か月児育児相談
H22.1月・2月・3月

生
13：00〜13：20 母子健康手帳、送付した問診票、バスタオル

6/23(水) 1歳児健診
H21.4月・5月・6月

生
13：00〜13：20 母子健康手帳、送付した問診票、バスタオル

６月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

6/24(木) ポリオ 生後3か月〜7歳6か月未満 13：15〜13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 / 岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

6/29(火) ポリオ 生後3か月〜7歳6か月未満 13：15〜13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

対象／真壁地区の方（会場 / 真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

6/2(水) 4〜5か月児育児相談
H21.12月・H22.1月

生
13：00〜13：20 母子健康手帳、送付した問診票、バスタオル

6/22(火) 1歳6か月児健診 H20.10月・11月生 13：00〜13：20
母子健康手帳、送付した問診票、バスタオ
ル、歯ブラシ(子ども用と仕上げみがき用)

6/28(月) 1歳児健診 H21.6月生 13：00〜13：20 母子健康手帳、送付した問診票、バスタオル

６月の乳幼児健診・育児相談
対象／岩瀬・大和地区の方（会場 / 岩瀬福祉センター）

６月の献血
月　　日 会場および受付時間

6/9(水) 桜川市役所真壁庁舎（10：00〜15：30）

6/17(木) ＪＡ北つくば岩瀬支店（15：00〜16：00）

６月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 開 催 時 間 内　　　　　容

6/3(木)・

23(水)

総合健康相談（会場／岩瀬庁

舎健康推進課、真壁保健セン

ター）

母子・成人全対象 9：30〜11：30

子供の発達･栄養･しつけ（身体計測は要予
約）、食事や運動の健康相談、糖尿病･高血圧
･脂質異常症などの生活習慣病に関する栄養
相談（要予約）、血圧･腹囲･体脂肪測定など

6/3(木)
市民健康講座（会場／岩瀬福

祉センター）
全市民対象 13：30〜15：00

「歯周病と生活習慣病」（講師：五月女歯科
医院　五月女芳実先生）歯科衛生士によるブ
ラッシング指導

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　 　 　 　 　 　 　 考

6/21(月) こころの健康相談 13：00〜15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：岩瀬福祉センター

第 1 ・ 2 ・

3・4火曜日
精神保健デイケア 9：30〜11：30 仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。（要申込）

６月の精神保健

６月の成人の健康診査
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

6/18(金)・

19(土)

ミニドック（会場／大和体

力増進センター）

大和地区の 40

歳以上の方
6：30〜9：00

結核・肺がん検診、胃がん・大腸がん検診、肝
炎ウイルス検査、前立腺がん検診

6/1(火)・
7(月)〜
11(金)・
14(月)〜
16(水)

子宮・乳がん検診（会場／

岩瀬福祉センター）

子宮がん検診

20 歳以上の女性

乳がん検診

30 歳以上の女性

12：00〜12：30
子宮がん・乳がん検診（超音波・マンモグラ
フィ検査は、年齢によって異なります。）

※平成 20 年度から、基本健康診査部分は特定健診に変わり、40 〜 75 歳未満の方は、加入されている医療保険者が指定する医療機関等で
受診するようになりました。特に被用者保険（社会保険等）に加入の方はご注意ください。
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桜
川
市
の
小
中
学
校
は
、
少
子
化

の
進
行
に
伴
い
、
年
々
児
童
生
徒
数

が
減
少
し
、
学
校
の
小
規
模
化
が
進

ん
で
お
り
、
今
後
も
同
様
の
状
況
で

推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
も
著
し
く
、
今
後
の
対
策
が
現
在

課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
10
月

１
日
桜
川
市
教
育
委
員
会
か
ら
桜
川

市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委

員
会
へ
「
桜
川
市
立
小
中
学
校
の
適

正
規
模
お
よ
び
適
正
配
置
に
関
す
る

基
本
的
考
え
方
お
よ
び
具
体
的
方
策

に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
統
合
に
関
す
る
基
本
的
考
え

方
お
よ
び
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
」

の
２
項
目
を
諮
問
い
た
し
ま
し
た
。

11
回
（
毎
月
１
回
）
の
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
審
議
結
果
が
答

申
書
と
し
て
、
平
成
22
年
１
月
20
日

桜
川
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検

討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
審
議
い
た
だ
い
た
検
討
委
員
会

委
員
の
方
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
小
中
学
校
の
保
護

者
の
方
お
よ
び
地
域
の
区
長
・
副
区

長
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き

　
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校

終
了
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方
に
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額

１
３,
０
０
０
円
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た
め

に
有
効
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
手
当
は
、
６
月
、
10
月
、
２
月
に

支
払
月
の
前
月
分
ま
で
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

「
子
ど
も
手
当
」を
受
給
す
る
に
は

・�

出
生
・
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に

受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
は
、
受

給
者
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
認
定

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
認
定
請
求
の
あ
っ
た

月
の
翌
月
分
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
受
給
事
由
が
発
生
し
た

ら
速
や
か
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

子
ど
も
の
誕
生
な
ど
で
手
当
支
給

対
象
人
数
が
変
っ
た
場
合
は
、
額

改
定
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
所
属

庁
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
３
月
31
日
現
在
で
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
た
方

・�

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
方:

新
た
な
手
続
は
不
要

で
す
。

・�

小
学
生
以
下
と
中
学
生
（
２
・
３

年
生
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方:

額
改
定
認
定
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

◇
３
月
31
日
現
在
で
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方

・�

中
学
生
（
２
・
３
年
生
）
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方
ま
た
は
所

得
制
限
に
よ
り
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
方:

い
ず
れ
も
認

定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
請
求
書
提
出
・
問
合
先
／
児
童
福

祉
課�

（
岩
瀬
庁
舎
）・
総
合
窓
口
課

（
真
壁
・
大
和
庁
舎
）（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
概
要
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合

上
６
月
１
日
号
の
広
報
紙
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
桜
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
細
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.city

.sa
k
u
ra
g
a
w
a
.

lg
.jp

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

「
子
ど
も
手
当
」
が

平
成
22
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

櫻
さ
く
ら

井い

昇
の
ぼ
る

検
討
委
員
会
委
員
長
（
写
真
右
）
か

ら
答
申
書
を
受
取
る
石
川
教
育
長
（
写
真
左
）

桜
川
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
な
ど
に

つ
い
て
の
審
議
結
果
が
提
出
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史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.33

文化生涯学習課

資料館係（☎ 58-

5111・75-3111代表）

　
平
成
22
年
度
の
歴
史
文
化
講
座
の

予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歴
史
文
化
講
座
で
は
桜
川
市
歴
史

民
俗
資
料
館
で
計
画
し
て
い
る
展
示

テ
ー
マ
や
、
新
発
見
の
資
料
、
地
域

の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
角
度

か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　
歴
史
の
新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ
る

瞬
間
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
詳
細
は
次
回
の
広
報
か
ら

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歴
史
講
座
の
主
な
内
容
（
全
５
回
）

■
岩
瀬
・
妙
法
寺
、
雨
引
山
楽
法
寺

と
古
代
の
桜
川

■
剣
豪
・
塚つ

か

原は
ら

トぼ
く

伝で
ん

と
桜
川
市

■
戦
国
の
決
戦
・
手て

這ば
い

坂さ
か

合
戦
を
読

む■
中
世
の
城
下
町
・
真
壁
の
設
計

■
発
掘
さ
れ
た
真
壁
陣
屋

　
真
壁
地
区
で
は
現
在
、
多
目
的
複

合
施
設
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
内
に
伝
わ
る
古
い
絵
図

面
な
ど
か
ら
、
こ
の
土
地
に
は
「
真

壁
陣
屋
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
の

役
所
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
工
事

に
先
立
っ
て
平
成
21
年
の
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
真
壁
陣
屋
は
最
初
、
真
壁
藩
の
役

所
と
し
て
、
の
ち
に
真
壁
藩
が
廃
さ

れ
真
壁
地
域
が
笠
間
藩
の
飛
び
地
に

な
る
と
そ
の
出
張
所
と
し
て
、
江
戸

時
代
の
当
地
方
の
政
治
的
中
心
地
で

あ
り
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
を
進
め
る
と
大
き
な
池

や
水
路
が
見
つ
か
り
、
こ
こ
が
陣
屋

の
裏
庭
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
陣

屋
を
囲
む
堀
の
一
部
も
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
池
や
堀
の
中
な
ど
か
ら

は
た
く
さ
ん
の
茶ち

ゃ

碗わ
ん

や
皿さ

ら

、
壺つ

ぼ

・

甕か
め

・
擂す

り

鉢ば
ち

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

当
時
こ
こ
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
が

使
っ
て
い
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
焼
き
物
は
肥ひ

ぜ
ん
の
く
に

前
国
（
現

在
の
佐
賀
・
長
崎
県
）
や
瀬せ

戸と

・
美み

濃の

地
方
で
作
ら
れ
た
も
の
、
江
戸
で

作
ら
れ
た
も
の
、
さ
ら
に
は
近
隣
の

笠
間
や
益
子
産
の
も
の
な
ど
多
彩
で

す
。
中
に
は
直
径
43
㎝
以
上
も
あ
る

大
皿
な
ど
高
級
品
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
時
の
人
た
ち
は
こ
の
大
皿
に

な
に
を
の
せ
て
食
事
（
宴
会
？
）
を

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

な
っ
た
真
壁
地
区
に
は
、
登
録
文
化

財
を
中
心
と
す
る
数
多
く
の
伝
統
的

な
建
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
並
み
の
歴
史
を
学
び
、
人
々
と

交
流
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
。
そ
れ
が
街
並
み
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
楽
し
さ
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
真
壁
の
町
並
み
を
学

び
、
案
内
し
ま
せ
ん
か
？

　
毎
月
、
第
４
月
曜
日
午
前
中
に
勉

強
会
・
定
例
会
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。
勉
強
会
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習
課
　
文

化
財
係
（
☎
58-
５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

出土した皿や茶碗など（江戸時代）

真
壁
陣
屋
跡

　
発
掘
調
査
成
果
　
そ
の
一

真
壁
陣
屋
絵
図
（
中
村
家
蔵
）

街
並
み
案
内
人 

大
募
集

 

真
壁
の
街
並
み
を

案
内
し
ま
せ
ん
か
！

平
成
22
年
度

歴
史
文
化
講
座
の
予
定

真壁の町並みを案内
する街並み案内ボラ
ンティア
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》

おじいちゃんのごくらくごくらく　　　　西本　鶏介

アネゴンたいタロラ　　　　　　　　　　あきやまただし

コンビニエンスドロンパ　　　　　　　　富安　陽子

しりとりのだいすきおうさま　　　　　　中村　翔子

89 番めのネコ　　　　　　　　　　　　 エレノア・ニルソン

《一般図書》

鎮火報　　　　　　　　　　　　　　　　日明　　恩

パレード　　　　　　　　　　　　　　　吉田　修一

1Q84　Book3　　　　　　　　　　　　　村上　春樹

おたふく　　　　　　　　　　　　　　　山本　一力

老後に本当はいくら必要か　　　　　　　津田　倫男

【今月のおすすめ図書】

万病を防ぐ「水」の
飲み方・選び方

藤田紘一郎

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

神様のカルテ
夏川　草介

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》

きんぎょがにげた　　　　　　　　　　　五味　太郎

すみっこのおばけ　　　　　　　　　　　武田　美穂 

ハーニャの庭で　　　　　　　　　　　　どい　かや

100 かいだてのいえ　　　　　　　　　　いわいとしお

くらべる図鑑（未来を考える新図書）　　 山川　史郎

《一般図書》

幸も不幸もないんですよ　　　　　　　　小林　正観

会話がとぎれない話し方　　　　　　　　野口　　敏 

キミのイタズラ　　　　　　　　　　　　Nagi

ほかならぬ人へ　　　　　　　　　　　　白石　一文

カッコウの卵は誰のもの　　　　　　　　東野　圭吾

真壁中央公民館図書室

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

【今月のおすすめ図書】

だじゃれ日本一周
長谷川義史　理論社

※すべての県民に贈る絵本です。
声に出して読むと笑える 47 都道府
県。ご家族で是非呼んで笑ってく
ださい。

《児童図書》

もったいないばあさんがくるよ！　　　　真珠まり子

いたずらまじょ子のボーイフレンド　　　藤真知子／ゆーちみえこ

サマーウォーズ（２）　　　　　　　　　 細田まもる

ONE　PIECE　　　　　　　　　　　　　尾田栄一郎

くらべる図鑑　　　　　　　　　　　　　江口孝雄／他 監修

《一般図書》

ゲゲゲの女房　　　　　　　　　　　　　武良　布枝

カッコウの卵は誰のもの　　　　　　　　東野　圭吾

ロスト・シンボル（上・下）　　　　　　 ダン･ブラウン／越前敏弥 訳

N のために　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ

東京アクアリウム　　　　　　　　　　　小池真理子

数えずの井戸　　　　　　　　　　　　　京極　夏彦

もっとかわいいい手づくり雑貨　　　　　くりくり編集室
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桜
川
文
芸

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

住
ん
で
ゐ
る
此
処
が
ま
ほ
ろ
ば
さ
く
ら
咲
く

鈴
　
木
　
た
か
子

空
の
雲
動
け
ば
動
く
花
辛
夷

小
　
林
　
啓
　
治

花
散
る
や
苔
む
す
ま
ま
の
忠
魂
碑

荻
　
原
　
勅
　
彦

Ｓ
Ｌ
と
言
ふ
く
ろ
が
ね
に
散
る
桜

藤
　
田
　
凡
　
鐘

一
面
の
麦
の
青
さ
や
夢
ひ
と
つ小

　
林
　
フ
　
ク

彼
岸
桜
出
会
ひ
頭
と
言
ふ
出
会
ひ

三
　
代
　
み
ち
よ

合
格
や
う
な
づ
き
合
へ
る
黄
水
仙

若
　
色
　
寿
美
女

ぼ
う
た
ん
の
咲
い
て
も
淋
し
夕
か
な

仁
　
平
　
房
　
女

亡
き
夫
の
声
に
目
覚
む
る
春
の
夢

金
　
田
　
と
う
女

ふ
た
り
ゐ
て
話
の
は
づ
む
日
向
ぼ
こ

渡
　
辺
　
い
　
し

き
り
か
ぶ
の
ぬ
く
も
り
受
け
て
蕗
の
薹

入
　
山
　
ひ
ろ
子

水
ぬ
る
み
日
に
日
に
忘
れ
も
の
を
す
る

上
　
野
　
吉
　
江

客
帰
り
老
婦
日
永
を
も
て
あ
ま
す

永
　
瀬
　
ち
　
い

曇
天
を
ぐ
い
と
押
し
上
げ
白
木
連

細
　
谷
　
充
　
女

若
き
日
を
た
ぐ
り
寄
せ
つ
つ
更
衣

萩
　
原
　
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

春
雷
の
一
喝
遠
く
夕
晴
る
ゝ

向
　
後
　
礼
　
子

リ
サ
イ
ク
ル
出
来
な
い
齢
春
埃泉

　
　
　
健
　
作

水
琴
窟
ほ
ど
よ
く
誘
ふ
春
の
雨吉

　
原
　
秀
　
子

お
下
が
り
は
少
し
大
き
め
桃
の
花

鈴
　
木
　
ノ
ブ
子

く
ろ
が
ね
の
お
ん
目
や
さ
し
く
甘
茶
佛

宮
　
本
　
芳
　
江

在
り
し
日
の
声
き
こ
え
さ
う
な
句
碑
の
春

田
　
崎
　
信
　
子

平
凡
が
好
き
春
が
好
き
八
十
五鶴

　
見
　
菊
　
江

山
葵
田
の
す
で
に
流
れ
の
ほ
と
ば
し
り

海
老
沢
　
幸
　
子

大
寺
の
厨
子
の
闇
よ
り
甘
茶
佛海

老
沢
　
静
　
夫

女
医
さ
ん
の
引
っ
越
し
て
く
る
蝶
の
昼

井
　
坂
　
洋
　
子

末
黒
野
に
鼻
欠
け
地
蔵
あ
ら
は
な
り

松
　
崎
　
い
　
ま

花
祭
り
天
上
天
下
に
甘
茶
か
け大

　
関
　
く
　
に

雲
流
る
一
期
一
会
の
春
の
空

植
　
田
　
祥
　
雲

庭
滝
の
流
れ
に
弾
む
藪
椿

今
　
井
　
繁
　
子

お
彼
岸
会
傾
き
し
墓
供
花
も
な
し

竹
　
林
　
て
　
る

し
ば
ら
く
は
乾
く
暇
な
し
甘
茶
佛

飯
　
山
　
　
　
昭

【
一
般
投
稿
】

ラ
ン
ド
セ
ル
孫
の
笑
顔
が
金
メ
ダ
ル

匿
　
名
　
希
　
望

遠
く
来
て
丸
岡
城
の
夕
桜

木
　
下
　
善
　
信

　
短
　
歌

【
一
般
投
稿
】

年
毎
に
羽
数
ふ
や
せ
る
白
鳥
に
ま
す
み
の
池
は

や
す
ら
ぎ
の
里

古
　
山
　
　
　
孝

奈
良
七
重
七
堂
伽が

籃ら
ん

八
重
桜
九こ

と

重の
え

の
十と

重え

に
廿は

重た
え

に

木
　
下
　
善
　
信

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

孫
の
成
長
祈
り
て
仰
ぐ
美
空
泳
ぐ
や
鯉
幟

岩
　
瀬
　
き
み
子

二
度
と
逢
え
ぬ
と
別
れ
て
来
た
が
消
え
ぬ
心
に

逢
え
ぬ
夢

つ
く
志
　
輝
　
美

揺
れ
る
日
米
普
天
間
シ
ュ
ワ
ブ
踠も

が

く
総
理
の
断

末
魔

田
　
　
　
哲
　
人
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わが家の笑顔わが家の笑顔

　桜が見頃となった 4 月 10 日（土）、磯
部稲村神社で子どもたちの健やかな成長を
願う、稚児行列が行われました。
　これは、同神社に隣接する磯部桜川公園
で行われる、名勝「桜川」の桜まつりに合
わせて毎年行われるもので、稚児装束の２
歳から９歳までの６人の子どもたちは、同
公園ステージまでの約 800 ㍍の桜並木の
中を歩き、まつりに華を添えました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎ 58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

おじいちゃんからひとこと

　我が家のダイヤモンド

の原石です。風船で遊ぶ

のが大好きです。元気な

子に育って欲しいです。

おばあちゃんからひとこと

　大人になったら二人で

旅行に行けるように…☆

　これからたくさん仲良

くしようね！バァバより

【 表　紙 】

岡
お か

村
む ら

  周
しゅう

虎
ご

ちゃん

 平成 21 年１月４日生

（高久地区）

長
は

谷
せ

川
が わ

 優
ゆ

月
づ き

ちゃん

 平成 21 年７月 25 日生

（真壁町飯塚地区）

　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一

環
と
し
て
、
火
災
予
防
運
動
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
小
学
４
年
生

か
ら
募
集
。
総
数
４
７
４
点
の
中

か
ら
、
50
点
が
市
長
賞
な
ど
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
者
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
市
長
賞
／
安あ

達だ
ち

大だ
い

起き

（
猿
田

小
）、
大お

お

塚つ
か

七な

夏な

海み

（
谷
貝
小
）、

増ま
す

渕ぶ
ち

匠た
く
み

（
大
国
小
）

■
教
育
長
賞
／
渡わ

た

部べ

裕ひ
ろ

夢む

（
岩
瀬

小
）、
柳

や
な
ぎ

田た

結ゆ
う

子こ

（
坂
戸
小
）、
大お

お

塚つ
か

香か

澄す
み

（
雨
引
小
）、
上う

え

野の

優ゆ

花か

里り

（
真
壁
小
）、
大お

お

内う
ち

珠た
ま

恵え

（
樺

穂
小
）

■
消
防
団
長
賞
／
明あ

す

田た

川が
わ

晏し
ず

玖く

（
岩
瀬
小
）、渡わ

た

邊べ

春は
る

奈な

（
羽
黒
小
）、

小こ

泉
い
ず
み

健け
ん

人と

（
南
飯
田
小
）、
口く

ち

町ま
ち

弥ひ
ろ

夢む

（
大
国
小
）、齋さ

い

藤と
う

雄ゆ
う

基き

（
真

壁
小
）、
荒あ

ら

井い

弘ひ
ろ

光み
つ

（
谷
貝
小
）

■
消
防
署
長
賞
／
大お

お

関ぜ
き

俊と
し

裕ひ
ろ

（
岩

瀬
小
）、
舘た

て

野の

諒
り
ょ
う

子こ

（
岩
瀬
小
）、

高た
か

橋は
し

唯ゆ
い

菜な

（
大
国
小
）、
坂さ

か

井い

佳か

蓮れ
ん

（
真
壁
小
）、米よ

ね

川か
わ

真ま

由ゆ

美み

（
真

壁
小
）、
柏

か
し
わ

木ぎ

勇ゆ
う

樹き

（
樺
穂
小
）

啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

大
塚
七
夏
海
さ
ん
（
谷
貝
小
）

安
達
大
起
さ
ん
（
猿
田
小
）

増渕 匠さん（大国小）

■
市
長
賞
受
賞
作
品
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